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5 万分の l 地質図幅血圧
説明書ノ、 部 (網走一第 10 号〉

北海道立地下資源調査所

技術吏員長谷川 潔

嘱託魚住 悟

はしがき

この地質悶幅および説明書は，昭和 41 年から昭和 43 年までの 3 年聞にわたって行

なった野外調査の結果をとりまとめたものである。

この地域は，昭和 13 年に刊行された，竹内嘉助による 10 万分の 1 興部図幅に合ま

れている。また， 昭和 40 年前後に， 金属鉱床を中心にした調査が数件実施されてお

り，道内では，割合地質調査の進んだ地域になっている。

今回の調査にあたり，先第三紀層分布域を長谷川が，新第三紀層分布域を魚住がそ

れぞれ分担した。 このほか，サンコー・コンサルタン卜株式会社札幌支店，長尾捨
※※※

一氏，北海道教育大学岩見沢分校，中村耕二氏の両氏に調査の一部を担当していただ

し、 fこ。

報告に入るに先だち，野外調査に協力いただいた長尾捨ー・中村耕二の両氏.およ

び調査の便宜を計っていただいた興部町役場，興部林務署のかたがたに厚くお礼を申

し上げる。

I 仇置および交通

この図幅は，オホーツク海に面し， 北緯 44°20'から 44°30' まで，東経 143°0' ;6ユら

143°15' までの範囲を占めている。行政的には， 中央の大部分が興部町の管轄になっ

ているが，北部の一部が雄武町，西部が西興部村，南東出iが紋別市に属している。

※) 元北海道立地下資源調査所勤務

※※) 元北海道大学理学部



交通としては，海岸線に沿って興部町から北に雄武町までの国鉄興浜南線が，さら

に南の海岸線沿いから興部町を経て興部川に沿い，図幅の中央部を横切るように国鉄

名寄本線が敷設されている。また，海岸線に沿い国道 238 号線が，興部川沿いに国道

239 号線が，さらに藻興部川と思沙留川に沿って道々が通っている。恩沙留川沿い以
ノν ロチ

外の国，道々にはパスが運行している。また，興部駅前から瑠橡川に沿う豊畑-[5<ーま

でもパスの便がある。

以上のべた路線のほかに，乗物の便乙そないが，主要河川に沿ってトラックの通れ

る道路が整備されているので，交通はひじように便利である。

II 地形

図幅地域はオホーツク海に面し，全体として台地状の地形をとっている。この台地

状地形は，海岸から内陸に向ってゆるやかに標高を増しているが，細かく見ると，こ

の範囲を標高 20 m.-....-60m , 120m.-....-160m , 200m 以上の，地形的特徴がや k 異な

った 3 区域に区分することができる。

標高 20 m.-....-60m の区域は， 海岸線に平行しており， 海岸線から約 4Km の範囲

である。乙乙では 2 段の段丘堆積物が発達しており，その面上は放牧地や農耕地とし

て利用されている。乙の区域は，全体として，ひじようになだらかである。標高 120

m.-....-160m の区域はその背後に位置し，海岸線から 4Km.-....-8Km の範囲をしめ

ている。この区域では，前者よりも地形は険しくなるが，尾根は上記標高のかなり広

い平坦面を形成している。しかし，面上に段丘堆積物状のものは見当らない。面上は

森林になっている。標高 120m 以上の区域は， その背後一帯の範囲であって， 地形

も一段と険しくなる。乙の区域のうち，瑠橡川支流右沢上流以外の大部分の地域で

は， 尾根が標高 250m 前後の割合平坦な地形面となっている。 この標高 200m 以上

の区域は， 地形の凹凸も激しいが， まえにのベた標高 250m 前後の平担面がみられ

ることから，乙の区域も古い時代の台地であった可能性が大きいと思われる。なお，

右ノ沢の上流地域は，標高 400m 近くになっており，図幅地域中もっとも標高の高い

場所となっている。この標高の高い場所は，地質的に花こう岩の分布域にあたってい

る。 標高 200m 以上の区域が台地であった場合， この高標高地は当時の残丘であっ

たであろうと推察される。
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III 地質概説

この地域の地質を構成するのは，先第三紀層，新第三紀層，第四紀層，および乙れ

らの地層を貫く各種の近入岩類である。

先第三紀の地層は，岩相の特徴が異なる瑠橡層と西興部層とに分けられる。ともに

北海道中軸帯に広く発達し，中世層とみられる日高累層群の一部に相当する地層と考

えられる。後にのべるように，瑠橡層は日高累層群のどの地層 lと対比されるのか不明

であるが，凶興部層は空1:iJ層群の山部層に対比される可能性がつょいと考えられる。

時代
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新第三紀層は，下位から藻興部層，宇津層，三井山溶岩，豊畑層，大西層，ポロヌ

プリ溶岩に分類される。乙のうち，藻興部層から三井山溶岩までは中新世とみられ，

大西層から上部が鮮新世と考えられる。その中間の豊畑層はどちらの地質時代に属す

る地層なのか不明である。

第四紀層は， 3 段の段丘堆積物，沖積原堆積物，および崖錐堆積物に分けられる。

また，道入岩類としてほ，花乙う岩，輝緑岩，安山岩，玄武岩の 4種類がみられ

る。とれらのうち，安山岩と玄武岩は新第三紀層を貫くが，第四紀層で、おおわれると

みられるので，新第三紀の火成活動と考えられる。しかし，花こう岩と輝緑岩ほ新第

三紀層でおおわれているので，先新第三紀の火成活動によるものである。

地層の大まかな分布状態をみると，図幅の北半分と南半分では，その特徴が大きく

異なっている。北半分地域ば新第三紀の地層で占められており，南半分地域には先第

三紀層が分布している。北半分地域のなかで，大局的には，南西から北東にむかつて

より新規の地層が広がっている。南半分地域は，全地域が先第三紀層で占められてい

るのでほなヘ，藻興部川沿いや海岸線に沿って，新第三紀層が発達している。第四紀

層ば，これまでのべた地層の分布と異なり，河川や海岸線に沿って発達する。

地層名にたいする， この図幅と 10 万分の 1 興部図幅との関係は， 後で各項目ごと

に詳しくのべるが，つぎに，その大要を簡単にのべる。

10 万分の 1 興部図幅では， 先第三紀層を古生層と時代末詳中生層に分け， 新第三

紀層を興部層(中新世)と大西層(鮮新世)に 2 分し，興部層を下位の藻興部部層と

宇津部層!e細分している。これにたいして，この図幅では，先第三紀層を日高累層群

として統括した。 また， 新第三紀については，大きくは 10 万分の 1 図幅に準じてい

るが，興部層中の部層を地層としてとり扱った。ほかに，ま興部部届とされていた地

層の一部を分離して豊野層と命名し，宇津層の上位の地層とした。

IV 先第三系

先第三系の地層は，おもに粘板岩，砂岩の互層であって， I~幅南半分の地域に広く

分布している。このなかで，藻興蔀川に沿ってほぼ南北にのびる新第三紀層の分布域

を挟んで，その西側と東側とでは，地層の岩相が大きく異なっている c 乙の乙とから

両者を区分し，西側，すなわち図幅の西縁部に分布する地層を西興部層，東側一帯l己

分布する地層を瑠橡層とした。なお，両者の層序的関係は不明である。

-4-



北海道中軸帯の先第三系は，白霊紀のエゾ層群とエゾ層群以前の日高累層群と 2 分

にされている c 日高累層群の地質時代は上限が下部白望紀であるが，下限については

まだ判っていない。図幅地域に分布する先第三紀の地層中から，時代を決める化石は

まだ発見されていないが，岩相の特徴は日高累層群の地層とよく似ている。乙のこと

から，図幅地域の先第三系を日高累層群としてとり扱った。

まえにのべたように， 10 万分の 1 地質凶幅では先第三系を中生届と古生層に分け

ている。中生層とされていたものは，この地質I~の凶興部層と瑠機属の一部である。

古生層とされたものは，瑠機層の大部分である。しかし，両者の聞に古生代・中生代

と分けるような岩相的・化石的資料は見当らない。次に各地層について説明する。

IV.l 瑠橡層

この地層は瑠j寒川，沙留川，恩沙留川流域にJよく発達する。瑠橡川上流では，この

地層中に花こう岩や輝緑岩が近入している。

のべた分布域の中で，瑠橡川から沙留川上流にかけては，粘板岩と砂岩の互層が分

布し，沙留川中流から恩沙留川にかけては砂宕を主とする岩相が広がっている。粘板

岩と砂岩の互層でも，瑠橡川上流では粘板岩と砂岩の単調な互層であるカ乙瑠橡川中

流から沙留川上流にかけては，乙の互層中に石灰岩団球を多く含むほか，部分的に疎

岩やチャート様岩石が伴なわれおり，瑠橡川上流と岩相がやや異なっている。この岩

相の違いをもとに地層をつぎのように分類した。瑠橡川上流にみられる互層を粘板岩

砂岩A層，沙留川上流に発達する互層を粘板岩砂岩B層，また恩沙留川の砂岩を主と

する岩相を砂岩層とした。なおこれら 3 部層は，すべて断層で境されているため，各

部層の相互関係は不明である。

fl l ';6累層群は下位から中ノ川属群，神威層群，空知層群に分類されている。この地

層がどの層昨に対比されるものかということは重要な問題である。これまでに，長尾

(1 966) は恩沙留川流域に分布するこの地層の一部を，岩相上かち，佐呂間地域に発

達し，円高累層群との関係、が充分に把まれていない湧日IJ層群に対比し，下部自主紀の

地層と考えた。しかし，この地層全体については言及していない。

u 高累層群との関係について若干考察すると，粘板岩砂岩A層にはとくに鍵になる

ような特徴は見当らないが，地質構造的にみて， 3 部層中，最下位の部層と考えるこ

とができる。粘板岩砂岩B層には石炭岩団球，チャート様岩石を挟み，また厚い緑色
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グレイワツケ砂岩がみられ，さらに輝緑岩に貫ぬかれていることから推察すると，神

威層群上部に対比される可能性が大きい。すなわち，粘板岩砂岩A層は神威層群下部

ぐらいの見当がつけられる。また，砂岩層には，砂岩の砂粒として安山岩が含まれて

いる。乙のことからみると，空知層群に対比される可能性がつよい。との地質図幅で

は 3 部層を同一地層としてとり扱ったが，のべたような対比ができるならば， 3 部層

を同一地層としてとり扱かうととができなくなる。各部層の相互関係およびその対比

は今後Ie::残された問題である。

IV1.1 粘板岩砂岩 A眉 (Ru!)

瑠橡川上流から於達部川上流にかけて発達する花乙う岩の周辺に分布する地層であ

る。岩相は粘板岩と砂岩の互層であって，砂岩は黒色，細粒なグレイワツケ砂岩であ

る。

花乙う岩体の周辺 1 "， 15km の範囲は，地層が多少とも変成作用をうけており，その

外側でも圧砕をうけたり，微摺曲が発達したりしているととが多い。乙のため，地層

の走向・傾斜は一定しないが，大きくみると，地層の走向は瑠橡川流域で o 0 ,-...,30 0 W ,

於達部川でN50ー",80 Eー をしめす。傾斜はともに急斜している。

IV1.2 粘板岩砂岩 B眉 (Ru 2 )

乙の部層ば瑠橡川中流から沙留川上流にかけて分布している。岩相は，粘板岩砂岩

A層に類似した粘板岩と砂岩の互層が主体である。しかし，瑠橡川中流では，このな

かに，かなり厚い緑色の中粒グレイワツケ砂岩が扶まれており，沙留川地域では，各

所で石灰岩団球が伴なわれている。また，沙留川上流では，薄い牒岩やチャート様珪

質岩がみられる。なお，礁岩の諜種は，大部分が砂岩，粘板岩，輝緑岩，石灰岩であ

る。また，との地層の砂岩には放散虫が含まれている c

地層の走向・傾斜ばいろいろであるが， NI00",400W. 30° ,-...,70° SWをしめすこと

が多い。

IV1. 3 砂岩層 CRus)

沙留川下流かち思沙留川中・下流にかけて発達している。この部層は，砂岩，粘板

岩，シlレト岩から構成されているが，砂岩が主体である。 砂岩は，緑椙色の中粒グレ

イワツケ砂岩である。まえにのべたように，乙の砂岩の構成物は，日高累層群の砂

岩全般にみられる石英，斜長石，スピライト，輝緑岩のほかに，安山岩の岩片が含ま

れている。粘板岩の岩質は，やや軟質で境聞の発達も不明瞭であり，頁岩iこ近い性質
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のものである。

地層の走向・傾斜は，沙留川流域でNO°，，-，30
0

E ・ 40° ，，-，70° NE , 恩沙流川でN

10° ，，-，40
0

W ・ 40° ，，-，70° NE をそれぞれしめすところが多く，全体として沙留川と恩

沙留川の中聞に中心をもっ半ドーム状の構造を形成している乙とがうかがわれる。

目12 西興部層

この地層は，図幅西縁部lとわずかに分布しているにすぎないが，同に隣接する上興

部図幅に広く発達している。上興部凶幅では，この地層を 4 部層に分類しているが，

この図幅範囲に露出するものは，最下部の砂岩を主とする部層と，その上位に発達す

る牒岩を主とする部層の 2 つである。

この地層と円高累層群との対比については，上興部凶幅にのべてあるように，この

地層中に石灰岩を挟むこと，および砂岩の構成物として多量のスピライ卜，輝緑岩を

含むととから，日高累層群の空知層群山部層に対比される可能性がつょいと考えられ

る。

IV.2.1 砂岩層 (Nil)

この部層は興部川本流から斑渓川にかけて分布している。岩相は，灰色~淡緑色，

緑褐色を呈する中粒~粗粒のグレイワツケ砂岩ともli板岩の互層であるが，砂岩が主体

である。

地層の走向ばN600Eをしめし，傾斜は興部川本流で70
0

SEであるが，斑渓川では

逆にNWに傾斜していて，興部川と斑渓川の中間に背斜軸が存在していることがうか

がわれる。

IV.2.2 礁岩層 (Ni2 )

興部川本流の南側から藻興部川流域にかけて分布している。岩相は牒岩と砂岩の互

層である。喋岩は径 5 ，，-，10emの円~亜円礁から形成されている。疎種は砂岩，粘板岩

，石灰岩，輝緑岩，花こう岩，石英片岩などである。砂岩は淡緑色を呈する粗粒のグ

レイワツケ砂岩であって，ところによって説灰質な部分もみられる。この砂岩の構成

物としては，まえにのべたように，多量のスピライトや輝総宕を合んでいるのが特徴

である c

地層は， N600Eの走向をしめし，興部川本流南方で SEt乙藻興部川でNEにそ

れぞれ急斜していることが多い。
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N.3 先第三紀の近入 Eおよび変成日

道入岩としては，瑠橡層中 l乙貫入している輝緑岩と花こう岩が，変成岩としては，

花こう岩体の周辺に発達するホルンフエルスがみられるだけである。

IV.3.1 遊入岩

輝緑岩 CD)

瑠橡川が左沢とイ T沢l三分岐する地点の上流地域，および沙留川上流に分布し，粘板岩

砂岩 A層および粘板宕砂岩 B層の中に近入している。岩体の規模はさまざまであるが，

大きなものは，幅 500 m，延長 2 km 近くにおよんでいる。輝緑岩が発達する附近の地

層は，優乱されているので，輝緑討が岩脈であるのか，岩床であるのか，その泣入形

態を確認することはできない。しかし，宥体の泣入方向は.付近の地層の走向と一致

しているようである。

この輝緑討には 2 種類の宕質がある。 1 つは濃緑色を呈し，細粒の球か構造が発達

しているもの，他の 1 つは淡緑色の中粒，塊状なものである。両者の関係も不明であ

る。顕微鏡下で観察すると，両者ともにオフィテック組織をとり，斜長石と普通輝石

から成り立っている。

花こう岩 CGr)

瑠橡川 1rO( t流から於達部川上流にかけて露出している。岩体の規模は，東凶 4 km,

南北が凶幅内でも 6 kmあり，さらに南の滝ノ上国幅内までのびている大岩体である。

岩質は，大部分が灰 (I 色を旦し，粗粒で石英，斜長石，lE長石，黒雲母を主とし，

ときに角閃;石， f{;lれん石を合んでいる。また，岩体周辺の一部には，細粒，帯緑色で

有色鉱物をより多く合む岩質のものがみられる。この細粒部が粗粒部中に捕獲岩状lと

より込まれていることもある。

IV.3.2 変成岩

ホルンフェルス (Ho)

まえにのべた花こう岩体の周辺にホルンフノレスが形成されている。
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花こう行体から 500mていどの範囲までは，砂岩や粘板岩が褐色lこなり，内眠でホ

lレンフェルスであることが識別される。とくに，花こう岩体のごく近くは，粗粒なホ

ルンフエルになっている。ホノレンフエルスの構成鉱物は，石英，黒雲母，斜長石で，

ときに燐灰石や電気石が伴なわれている。

のべた範囲のさらに外側， 500m ，，-，1 ， OOOmていどの範囲では，母岩が若干珪質にみえ

るていどであって，肉眼的には変成しているようにみえないG しかし，顕微鏡下で観

察すると，部分的に石英や黒雲母が形成されており，低変成度のホルンフエルスとい

うことができる。さらに外側はまったく変成をうけていないが，地層の圧砕や，微増

曲の形成などが行なわれている r 瑠橡川左沢でみると，出(摺曲の摺曲軸は， NO° ,,-,40°

w ・ 20°"-'40
0

NE のほぼ一定した方向をしめしている。

V 新第三系

新第三紀層は，主に阿幅の北半分の地域をしめているが，南半分の地域でも，藻興

部川に沿った区域や，海岸 l亡沿「た lま域にも分布している。

まえにのべたように，新第三紀層は，下位から藻興部層，宇津層，三jj:山溶岩，豊

野層，大西層，ポロヌプリ溶岩の 6 つに区分される。このうち，藻興部層，宇津層，

三井山溶岩は中新世であって，大西層，ポロヌプリ溶宕は鮮新世とみることができる。

豊野層は，そのどちらに属する地層かいまのところ不明である。なお， 10万分の l 地

質図幅との関係については，各地層ごとに説明する。

V.1 藻興部「17j

この地層ば， 1尼岩，砂岩，疎J台，火山角疎岩，安山1T溶岩などから構成されている Q

そのなかで，礁岩，火山角疎岩， ?J己岩のそれぞれを主体とする部分が区別されるので，

便宜的にそれらを部層としてとり扱うことにした。ただし，これら 3 部層聞には明附

な境界はなく，相互に漸移し，明瞭な上下関係もなく，相互に指交関係にある。

10万分の 1 地質図幅では，新第三紀の中新世の地層を興部層群とし，これを 2 地層

に分け，下位の地層を藻興部部層，上位の地層を宇津部層にしている。この藻興部部

層を，さらに礁宕を lうとするド部， I尼岩を主とする中部，凝灰岩を挟む上部に細分し

ている。との地質図幅で藻興部層としたのは，藻興部部層の下部と中部であって，上

部および豊野地区の藻興部部層を除外している。
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V.1.1 礁岩層 (Mo)

この部層は藻興部川から於達部川にかけて分布している p 岩相は牒岩を主にしてい

るが.ほかに砂岩や火山角疎岩~凝灰角際岩を挟んでいる。 礁岩l乙は，細粒~粗粒，亜

角際~円喋，等粒ものから写真Itとみられるような極端に不等粒のものまで，いろい

ろな岩相がある，疎種は，一般に粘板岩，砂岩，花こう岩，輝緑岩，安山岩，ホルン

フエノレスである。また，挟まれる砂岩は，一般にやや粗粒で細際を含むことが多い。

写真 1 喋岩の 1 岩本日(藻興部川)

他の部層との関係をみると，於達部川上流では，写真 2 にみられるように，火山角

疎岩と喋岩が旦層している。また，藻興部川ヒ流では藻興部届の下部に，この牒岩層

が発達しているが，藻興部川ド流やボン jレロチ沢では，先第三紀層を直接おおってい

るものは，礁岩層ではなく， 1巳岩層である。このことからみると，疎岩層は藻興部層

の下部を構成するが，分布範囲は内陸地に限られており， しかも火山角牒岩層と，異

層関係にある部層とみることができる。

地層の走向・傾斜は，於達部川でN-S ・lQO"'200SW，藻興部川では，いろいろ

であるが， N700E ・ 20
0

SEをしめす部分が多い。於達部)11 と藻興部川の中聞に，向

斜構造が形成されている可能性が大きい。
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写真 2 蝶岩 (Cs) と火山角醗岩 (Vb) の互層(藻興部JII)

V.1.2 火山角確岩層 (Mo2 )

この部層は，於達部川上流，および藻興部川中流~興部川本流に発達しており，し

そ輝石普通輝石安山岩の火山角疎岩を主体にしている。このなかに，興部川本流や藻

興部川では安山岩溶岩を，藻興部川中流では凝灰質砂岩や凝灰質喋岩，疎岩を扶んで

いる。また，藻興部川中流では，この部層中に同じ岩質の安山岩脈が多く発達している。

この部層の発達位置が，先第三紀層と藻興部層が接する付近であるとと，およびこ

のなかに安山岩脈が発達している乙とからみて，この部層は藻興部層堆積初期に堆結

合の周辺に断裂を生じ，そこに近入，または流出して形成されたものと思われる。

V. 1. 3 泥岩層 (Mo 3 )

藻興部川中流から下流にかけて広く発達している p 岩相は泥有，砂岩，礁質砂岩の

互層である。この部層のなかで，一般にド部に疎質砂粁や砂有が多く，上部に氾岩が

卓越する傾向がある。

10万分の l 図幅によると，この部届 IIIから， ド記の化石の産 11\が報告されている。

このほか，ポニルロチ川に多数の有孔虫をて~む砂岩もみられる。

Sρisula voyi(GABB) , Fulviacfr.mutic α(Rvh) ， Turritellani ρρ onic “
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Yok. , Portundiacfr. tokun αgα i (Yok.) , Dentaliumsp. , Teetonαticαsp.

地層の走向・傾斜は，一般に， 藻興部川流域でNI00~300E ・ 100~200SE ， 於達

部川中流でE~W ・ 100~15° , 於達部川下流でN100~400E ・ 10~200NWをそれぞ

れしめしている。この傾向からみると，於達部川中流部付近を中心として，北に開い

た半盆状構造をとっていることがうかがわれる。

V.2 宇津層

この地層は，fij;岩，操者，凝灰岩などから構成されているが，構成物の特徴から，

下位の疎岩，砂岩からなる層と，上位の凝灰岩を主とする層の 2 部層に細分される c

なお，乙の地層中から，まだ動物化石は発見されていない。

この地層と下位の藻興部層との関係をみると，藻興部川中流にあたる朝日 ~rx:の上

流部では，乙の地層と藻興部層が斜交不整合で接している。また，斑渓川口付近では，

藻興部層を敏いて，この地層が直接先第三紀層を不整合におおっている。しかし，藻

興部川下流ζあたる秋里付近では，その接触部は観察できないが，藻興部層の走向・

傾斜と，その上位に位置する宇津層の走向・傾斜は平行しており，両者は整合関係に

あると観察される。このことから，宇津層は内陸部では下位の地層と不整合であり，

海岸よりの地域では整合の関係にあると考える乙とができる。

なお，この地層は， 10万分の 1 地質図幅の藻興部部層上部層と宇津部層に相当して

いる。

V2.1 礁岩砂岩層 (UtI)

藻興部川と於達部川の中間稜線上から北に広がり，藻興部川下流域，斑浅川口周辺か

ら宇津川にかけて広く分布しているぐ岩相は喋岩，牒質砂岩，1i'J、岩の互層(写真 3)

であって，ときに泥岩の薄層を挟んでいる。これらの岩石は，かなり軟弱であって，

ときに鮮新世層ぐらいの地層の印象を与えることもある c

地層の走向・傾斜をみると，斑渓川口付近で地層が細かく摺曲しているが，他の地

域では地層の乱れはない。一般に，分布範囲の困縁部で N500~700W ・ 100~200NE ，

束縁部で N200~600E ・ 100~200NW の走向・傾斜をとっていて，分布範囲の中央部

に向斜構造の存在がうかがわれる。

V2.2 凝灰岩層 (Ut 2 )

宇津川口付近から三井山周辺にかけて広がる部層であって，牒岩層から漸移し，そ
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写真 3 宇津層の砂岩礁岩互層(於達部川)

の岩相は凝灰岩，凝灰質砂岩，凝灰質礁岩， fd、岩などの瓦層である。一般に凝灰質で

あることが特徴である。

凝灰岩は一般に軽石質で，淡緑色~濃緑色をしめし，グリーン・タフ様の部分もあ

る。 泥岩中には，植物化石の破片を合んでいる。

地層の走向・傾斜は，宇津川口付近で， N400W ・ 15°NEであり， 分布地域の束縁

にあたる北豊付近でN-S ・ 20
0

Wをしめしている。

V.3 三1ldl 溶宕 eMl)

この溶岩は安山行であって，三 JhLJ 周辺から図幅の北西部にかけて広く分布してい

る。ほかの地層との関係は，宇津層をおおい，あとにのべる大西層におおわれている。

また，電柱山付近では，乙の溶岩の上で，流紋岩の転石が多量に見出される。転石の

源は不明であるが，その量からみて，電柱山付近にその J41 があり，との安山岩溶粁を

流紋岩がおおっていた可能性が大きい。

乙の溶有の岩質は，黒色のち密な岩石で，柱状節理が発達することが多く，全体に

均質である。また，斑品は斜長石， しそ輝石，普通輝石である。
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V.4 豊野層

この地層は安山岩溶岩，凝灰岩，火山角喋岩，泥岩.1i:J、岩などから構成されている。

岩相の特徴から，凝灰岩泥岩層と火山角喋岩層の 2 部層に細分される。なお火山角深

岩層は凝灰岩泥岩層中に挟まれるものである。

乙の地層と下位の地層との関係をみると，大部分は断層で境されている。北興の北

側で，三井山溶岩の一部とみられる安山岩質凝灰角喋岩の上に， ζ の地層がのってい

るが，その関係が整合なのか不整合なのか不明である，

乙の地層の地質時代は，化石が発見されないため不明である。しかし，岩質は全体

に固結度が低く，また次にのべる大西層に類似した部分もあり，岩相的には鮮新世と

思われる。その反面，地層は10°.........20°傾斜をもっており，地質構造的には宇津層と類

似している。乙のことから，この地質時代は中新世の最上部付近に相当するものであ

ろうと推定される。

まえにものべたように，乙の地層は， 10万の 1 地質図幅の藻興部部層のうち，ポン

ルロチ川下流域に分布するものを切離し，独立させた地層である p

V.4.1 凝灰岩泥岩層 (Ta l)

との部層は，ポンルロチ川から瑠機川の下流にかけて，および興部川の川旧近くに

分布している。岩相は泥岩，砂岩，凝灰岩の互層である。凝灰岩は軽石質であるが，

ときに角閃石安山岩の角操を合み，凝灰角喋岩状になっているとともある。

地層の走向・傾斜は，ポン Jレロチ川で N100.........300W ・ 10
0
.........15°NE であり，瑠様川

下流で E-W ・1Q 0.........15°N をしめしている。

V.4.2 火山角喋岩層 (Ta l)

ポンノレロチ川の川口付近に発達している部層であって，凝灰岩泥岩層から漸移する。

岩相は凝灰角疎岩，火山角礁岩，安山岩溶岩であって，この部分の安山岩は角閃石を

含むのが特徴である。法岩にほ. 0.7em にも達する角閃石の大型結品が合まれている。

V.5 大西層 (On)

この地層は，海岸沿いの台地上に広く分布し，これまでのべた全地層を不整合にお

おって広がっている。岩相は疎岩，砂岩，凝灰質砂岩，泥岩，凝灰質泥岩の互層で，

斜層理が発達している。北興の北側では，との地層の中に珪化木を多量に挟んでいる。
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また，地層は局部的に 15° 近く傾斜している乙ともあるが，全体的にはほとんど水平

である。

この地層は 10 万分の 1 地質図幅の大西層と同ーのものである。地質時代は，化石

の産出もなく，地層形成後に大きな変動もうけていないことから，これまでも鮮新世

と考えられてきている。

V.6 ポロヌプリ溶岩 (PI)

この溶岩ば，図幅の北西部にごくわずか分布するだけであるが，図幅範囲から西方

に発達し，上興部図幅内のポロヌプリ山周辺に広く分布している。

岩質は黒色，ち密な安山岩で，板状節理が発達しているのが特徴的である。斑品ば

斜長石，普通輝石， しそ輝である。

V.7 新第三紀の近入岩類

新第三紀の近入岩には，安山宥と玄武岩がある。

安山岩は，藻興部層を貫くが，より新規の地層との関係は不明である。しかし，岩

体の上部は削剥され，周辺の地形と同じように平坦化している。玄武岩は豊野層を貫

き，段丘堆積物におおわれている。以上のととから，両岩石は新第三紀の近入岩と想

定した。

V.7.1 安山岩 (A)

於達部川下流部で，藻興部層の泥岩層中に近入している。

岩質は黒色を呈するち密，塊状のもので，普通輝石， しそ輝石，斜長石を斑品とす

る安山岩である。

V.7.2 玄武岩 (B)

玄武岩は，沙留岬から沙留市街の海岸にかけて広く露出している c 乙のほか，ポン

ノレロチ川の川口付近をはじめ，数カ所に発達し，豊野層以下の地層を貫いている。

岩質は黒色，ち密，塊状のもので，柱状節理が発達している。構成鉱物は普通輝

石，かんらん石，斜長石である。

VI 第四紀層

ζの地域に発達する第四紀に属する地層は， 3 段の段丘堆積物，崖錐堆積物，およ
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び河川や海岸に沿て形成されている沖積原堆物などである。このうち，邑錐積物(Tl)

と沖積原堆積物 (S1)については説明を省略し，段丘堆積物について説明する。

V.1 段丘堆積物

河川にそって 2 段の段正堆積物が発達している。 1 つは現河床面より 5m~7m 高

く， 1 つは 15m ~25m の比高をもっている c 海岸線でも 15m~25m の比百をも

っ段丘堆積物が発達しているが，その背後に，さらに標高 50m ~80m の平坦面が形

成されている。あとにのべるように，乙の面上でも堆積物の根跡とみられるものがあ

るので，これもいちおう段丘としてとり扱った。のべた段丘堆積物を，日い )1買に，第

1 段正堆積物，第 2段丘堆積物，第 3 段丘堆積物とするぐ

なお， 10 万分 1 地質図幅では，第 1 段丘堆積物の発達位置付近に，第円紀の火山灰

から構成されている沢木層が分布していることになっている。しかし，付近には大西

層の風化物や，その 2 次堆積物が分布するだけで，火山灰は見当らない。このような

理由から，この図幅では沢木層の名を使用しなかった。

V.1.1 第1段丘堆積物 (Th)

海岸線に沿い， 標高 50 m ~80 m に割合平坦な面が発達している。 この面上で段

丘堆積物を確認していないが，付近に円喋が転在しているので，この面上にはかつて

段丘堆積物が存在していた可能性が大きいQ したがって，この図幅では段丘としてと

り f及った。

V.1.2 第 2 段丘堆積物 (Th)

海岸および主要河川に沿て発達しており， 海岸では標高 15m ~20m ， 河川で 15

m~20m の比高をしめす平坦面を構成する堆積物である。

V.1.3 第 3 段丘堆積物 (Tb)

河川に沿って発達しており， 比高 5m~7m の平坦面を構成する堆積物である。

なお，海岸線では見当らない。また，一般に河川沿いでも，河口からやや湖った標高

30m 付近より上流に発達しているが，河口近くでは写真 4 ，とみられるように，沖積原

堆積が広く分布し，この段丘堆積物はみあたらない。

VII 応用地質

図幅地域の地下資源、としては，乙れまでに，水銀，金銀，銅鉛亜鉛などの金属鉱床

-16-



写真 4 河口付近の地形(沙留川)

が見付けられているかこのうち，水銀には一時稼行された鉱床もあるが，全般的には

とくに大規模な鉱床ぽ見当らないc これら金属鉱物資源のほか，石材資源としては，

三井ILJ溶岩，豊野層中の安山岩溶岩の一部，玄武吉の一部，瑠橡層の砂岩などが利用

IJj能である。とくに三井山市岩は，立地条件および量からみて最適である。

石材資源については，とくに説明の必要がないので，金属鉱床についてのべる。

VII.l 水銀鉱床

本銀鉱床としては，輝州鉱山と生長鉱山の 2 鉱床が知られている。

輝州鉱山

この鉱山は開和 16 年に発見され，昭和 17 年'" 20 年および昭和 36 年に探鉱，採鉱

が行なわれている r 鉱床の位置は，図幅の ~i{nM部のjLLj興部村中藻興部の北方で、ある c

鉱床付近の藻興部層中には， N60ー ", 80° E方向をとる勇断帯が平行に数本形成さ

れている。鉱化作用は，乙の明断おに沿って行なわれている。しかし，鉱石が匪胎す

るのはとの 31断帯中ではなく，明断叫に沿弓 2 次[ドjな小さな割れ日や，勇断帯周辺の

母守の節理の中である。その 1 例として， 1 号坑鉱床では，鉱石の形成範囲が延長

80m，幅が勇断ifij:を中心とする 30m である。

鉱石は辰砂である c 粗鉱品位は， 昭和 17 年"， 20 年の時で Hg 0.5",0.7 %, 昭和

36 年の探鉱時にはHg1.5%ととなっている c
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生長鉱山

乙の鉱床は瑠橡川右沢の 1 支流に位置し，かつて坑道探鉱が行なわれたが，思わし

いものが確認されず，開発にまでいたらなかった。

鉱床は，瑠橡川層を貫く輝緑岩の中l乙発達する N600W 方向の勇断帯に沿って旺胎

する辰砂脈および方解石，石英，辰砂脈である。鉱脈は平行に数本形成されているよ

うである。脈幅はきわめて狭い。

VII.2 金銀鉱床

金銀鉱床としては， つぎにのべる中光鉱山が知られている。 このほか， 10 万分の

1 地質図幅によると，宇津川口近くに黄鉄鉱の鉱染のはげしい地帯があり，それを金

銀鉱床の徴候として報告されている。しかし今回の調査でほ確認できなかった。

中光鉱山

瑠橡川右沢上流の 1 枝沢に位置しており， 大正中期に発見され， 昭和 22 年に坑道

探鉱が行なわれた。その際，若干出鉱された模様である c

乙の鉱床は，花乙う岩体中に発達する鉱床であって，これまでに N65°W と N70

W をしめる 2 本の鉱脈が発見されている。

鉱脈は合金石英脈であって，確認されている範囲で，延長 50m 以上， 脈幅最大 7

m，平均 1"-'2mである。品位は， 高品位部で Au10,,-, 20 g/t であるが，平均は 2

，，-， 3g/t である。

VlI.3 銅鉛亜鉛鉱床

図幅地域で銅鉛 E鉛鉱床として知られているのは，中光鉱山(於達部鉱鉱床)ただ

1 つである。

中光鉱山(於達部銅鉱床)

乙の鉱床は於達部川中流に位置し，時期は不明であるが，坑道探鉱が行なわれたこ

とがある。

鉱床は瑠橡層中に発達し， N600W 方向をとる勇断帯に沿っ旺胎する鉱脈である。

鉱脈は確認された範囲で延長 100m ，脈幅最大 1m ，平均 0.3m~0.6m ていどで

ある。また，方鉛鉱，閃亜鉛鉱，黄銅鉱・石英脈であって，なかに少量の磁硫鉄鉱，

および 2 次鉱物の白鉄鉱，斑銅鉱を伴なっている。
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Scale, 1:50 , 000

OKOPPE

(Abashiri• 10)

By

KiyoshiHasegawaandSatoruUozumi

(GeologicalSurveyofHokkaido)

Resume

Mappedareaoccupiesbetweennorthlatitudes42ー30Iand44ー

20I andeastlongitudes143ー00I and143ー15I ontheokhotsksea

sideoftheislandofHokkaido

Geomorphologicalfeatureoftheareaisplatformliketopo

graphyingeneral.

GeologyoftheareacomprisesPre• Tertiary,NeogeneTerti

ary.Quaternaryandvariousintrusives.

Pre-TertiarystrataaredivisibleintoRurochiformationand

Nishi-Okppeformationbytheirlithologicalcharacter.Both~re

thoughttocorrespondapartoftheMesozoicHidakaSuperGroup

whichiswidelydistributedintheaxialzoneofHokkido.

Rurochiformationisatpresentnotknowntowhichformation

oftheHidakaSuperGroupitshouldbecorrelated.

However,itispossiblethattheNishi-Okoppeformation ,iscorreｭ

latablewiththeYamabeformationoftheSorachiGroup.

NeogeneisdividedintoMo-okoppeformation,Utsuforma-
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tion ,Mitsuiyamalava,Toyohataformation ,Ohnishformationand

Poronupurilavainascendingorder , Ofthem,untiltheMitsuiyama

lavafromthebottomtheirgeologicalageisestimatedasMioceｭ

ne,andtheupperpartabovetheOhnishiformationisPliocene

TheageofintermediateYoyohataformationisnotknown ,

Quaternaryiscomposedofthreestepterracedeposits,alluvial

depositsandtalusdeposits ,

Astointrusives,fourkindsofthem,namelygranite, diabase,

andesiteandbasaltaretobe recognized , Andesiteandbasalt

intrudedintotheNeogeneformationandarecoveredbyQuateｭ

rnarydeposits , Thereforethesetworocktypesareevidentlyof

Tertiaryigneousactivity , Graniteanddiabasearebothcovered

bytheNeogeneformations. andthusrepresentingpre-Tertiary

igneousactivity ,

Lithologicalcharacteristicsofformationsabovestatedare

shownasanexttable

Asweobservethedistributionalpatternofeachformation,

northernhalfofthemappedareaislargelyoccupiedbyNeogene

formation ,while'infhesouthernhalfpre-Tertiaryformationare

developed.Inthenorthernareayoungerformafionsspreadfrom

SWtoNE stepwiselY , And eveninSouthernareaofpre-Tertiｭ

ary,Neogeneformationsareknowntodevelopalongtheseacoast

andtheMo-okoopperiver.

Quaternarydepositsaredistributedonlyalongriversand

coastiine
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